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平成１8年３月期 第１四半期財務・業績の概況（連結）  平成 17年 8月 3日 

 
上場会社名  川崎近海汽船株式会社        （コード番号：９１７９ 東証第二部） 
（ＵＲＬ http://www.kawakin.co.jp/ ） 
問 合 せ 先  代表者役職・氏名  代表取締役社長 荒木 武文 
       責任者役職・氏名  経理部長    高田 雅彦   ＴＥＬ： (03)  3592－5829 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無   ： 無 
 ② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
 ③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無       ： 無 
 
２．平成 18年 3月期第 1四半期財務・業績の概況（平成 17年 4月 1日 ～ 平成 17年 6月 30日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況                     （百万円未満切捨て） 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期（当期） 
純 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
18年 3月期第 1四半期 8,133 9.2 1,093 18.7 1,048 20.0 611 24.9 
17年 3月期第 1四半期 7,446 13.9 921 348.0 873 593.5 489 － 
（参考）17年 3月期 30,626  3,711  3,425  1,910  

 
潜在株式調整後 
１株当たり四半期 

 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

（当期）純利益 
 円   銭 円   銭 

18年 3月期第 1四半期 20.90 20.86 
17年 3月期第 1四半期 16.74 16.72 
（参考）17年 3月期 63.77 63.66 

(注 1) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しています。 

(注 2) 四半期(当期)純利益については、前年同四半期より開示しているため前年同四半期はパーセント

表示を省略しております。 

(2) 財政状態（連結）の変動状況 
１株当たり  

総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 
株 主 資 本 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 
18年 3月期第 1四半期 30,585 12,448 40.7 425.40 
17年 3月期第 1四半期 30,113 10,653 35.4 364.05 
（参考）17年 3月期 31,233 12,048 38.6 410.21 
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［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
当第 1四半期におけるわが国経済は、企業収益の底堅さを背景に設備投資が堅調に推移し、個人消費
も雇用環境の改善に伴って緩やかながら回復基調を辿りました。海運業界においては期初から燃料油価

格が高騰したため運航コストが大幅に増加しましたが、海上貨物輸送量は概ね安定的に推移しました。 
このような状況下、当社の第 1四半期の連結売上高は 81億 33百万円となり前年同期比では 9.2%の
増収、連結営業利益は 10億 93百万円となり 18.7%の増益、連結経常利益は 10億 48百万円となり 20.0%
の増益、連結当期純利益は 6億 11百万円となり 24.9%の増益となりました｡ 

 
事業の部門別業績概況は次の通りです｡ 
 
「近海部門」 
 近海市況は、当該期間中は好調な中国経済を背景に高値圏が継続し、石炭、チップ輸送量は前年同

期を上回りました。一方、東南アジア向け鋼材輸送量及び復荷の木材製品輸送量は荷主の在庫調整等

の影響で減少しましたが、効率配船を徹底し砂糖等の貨物輸送にも積極的に取り組んだ結果、業績を

伸ばすことができました。 
 同部門の連結売上高は 38億 82百万円となり前年同期に比べて 9.7%の増収となりました。 
 
「内航部門」 
 石灰石専用船等の不定期船は好調な稼動が続き、RORO船による定期航路についても国内景気の回
復基調を反映して輸送量は概ね目標を確保し、安定した収益を得ることができました。 
 同部門の連結売上高は 28億 84百万円となり前年同期に比べて 10.5%の増収となりました。 
 
「フェリー部門」 
 八戸／苫小牧航路ではトラック積載台数は略前年同期並みを確保しましたが、旅客については引き

続き集客キャンペーンを実施し誘致を図ったものの乗船数は減少しました。一方、東京／苫小牧航路

の高速貨物フェリーでは、昨年 10 月から運賃を改定するとともに本年 4 月から衛星パケット通信を
利用した積荷管理システムを導入し顧客の利便性を高めるなど輸送量の確保に努めましたが、燃料油

価格の上昇が大きく、業績的には厳しい結果となりました。 
 同部門の連結売上高は 13億 42百万円となり前年同期に比べて 5.4%の増収となりました。 
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【参考】第 1四半期財務・業績の概況（個別） 
(1) 経営成績（個別）の進捗状況                     （百万円未満切捨て） 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期（当期） 
純 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
18年 3月期第 1四半期 8,207 9.1 1,074 18.1 1,051 19.5 616 23.2 
17年 3月期第 1四半期 7,525 14.4 909 387.9 880 567.2 500 － 
（参考）17年 3月期 30,867  3,625  3,425  1,922  

 
潜在株式調整後 
１株当たり四半期 

 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

（当期）純利益 
 円   銭 円   銭 

18年 3月期第 1四半期 21.08      21.03 
17年 3月期第 1四半期     17.10    17.08      
（参考）17年 3月期 64.20      64.08      

(注 1) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しています。 

(注 2) 四半期(当期)純利益については、前年同四半期より開示しているため前年同期はパーセント表示

を省略しております。 

(2) 財政状態（個別）の変動状況 
１株当たり  

総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 
株 主 資 本 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 
18年 3月期第 1四半期  25,431  12,518  49.2  427.79 
17年 3月期第 1四半期 24,409      10,714     43.9       366.11     
（参考）17年 3月期  25,914  12,114  46.7   412.47 

 
３．平成 18年 3月期の連結業績予想（平成 17年 4月 1日 ～ 平成 18年 3月 31日） 
（中間期）                                    （百万円） 
 

今回修正予想(A) 
前回予想(B) 

（17.5.11発表） 
増減額(A－B) 増減率 

売上高 16,000 15,500 500 3.2% 
営業利益 1,900 1,800 100 5.6% 
経常利益 1,800 1,700 100 5.9% 
中間純利益 1,050 1,000 50 5.0% 
（通期）                                     （百万円） 
 

今回修正予想(A) 
前回予想(B) 

（17.5.11発表） 
増減額(A－B) 増減率 

売上高 32,000 31,000 1,000 3.2% 
営業利益 3,500 3,600 △ 100 △ 2.8% 
経常利益 3,300 3,400 △ 100 △ 2.9% 
当期純利益 1,900 1,950 △ 50 △ 2.6% 
１株当たり当期純利益 63円 42銭 65円 13銭 △ 1円 71銭 △ 2.6% 
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【参考】平成 18年 3月期の個別業績予想（平成 17年 4月 1日 ～ 平成 18年 3月 31日） 
（中間期）                                    （百万円） 
 

今回修正予想(A) 
前回予想(B) 

（17.5.11発表） 
増減額(A－B) 増減率 

売上高 16,000 15,500 500 3.2% 
営業利益 1,900 1,800 100 5.6% 
経常利益 1,800 1,700 100 5.9% 
中間純利益 1,050 1,000 50 5.0% 
（通期）                                     （百万円） 
 

今回修正予想(A) 
前回予想(B) 

（17.5.11発表） 
増減額(A－B) 増減率 

売上高 32,000 31,000 1,000 3.2% 
営業利益 3,500 3,600 △ 100 △ 2.8% 
経常利益 3,300 3,400 △ 100 △ 2.9% 
当期純利益 1,900 1,950 △ 50 △ 2.6% 
１株当たり当期純利益 63円 42銭 65円 13銭 △ 1円 71銭 △ 2.6% 
１株当たり年間配当金は、前回発表通り中間期 5円、期末 5円を予定しております｡ 

 
［業績予想に関する定性的情報等］ 
 中間期では、売上高は第 1四半期の好業績の結果、前回公表数字に比べて 5億円の増収を予想してお
ります。一方、営業利益、経常利益、当期純利益については、7 月以降燃料油価格がさらに上昇する傾
向にあるため、前回公表数字に比べて若干の増益に止まるものと予想します。 
 通期では、売上高は今下半期より内航、フェリー部門で燃料油価格の高騰に対する調整金などを見込

んでおり、前回公表数字に比べて 10 億円の増収を予想しております。一方、営業利益、経常利益、当
期純利益については、燃料油価格も高止まりし、また近海部門では市況後退による影響で稼働率が低下

すると見ており、前回公表数字に比べて若干の減益を予想します。 
7月以降の燃料油価格の前提条件を 35,000円／KLから 40,000円／KLに変更します。 
 
※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります｡ 
 実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります｡ 
 
○ 添付資料 
  （要約）四半期連結貸借対照表 
（要約）四半期連結損益計算書 

  （要約）四半期個別貸借対照表 
（要約）四半期個別損益計算書 
 

以 上 
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［添付資料］ 
 
１．（要約）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円） 
当第 1四半期末(a) 前期末(b) 

科 目 
(17年 6月) (17年 3月) 

比較増減(△) 
(a－b) 

（資産の部） 
Ⅰ 流動資産 
  現金及び預金 
  受取手形及び営業未収金 
  たな卸資産 
短期貸付金 
その他 

 
 

953,934 
3,816,366 

492,980 
2,155,288 

721,689 

 
 

727,966 
3,968,491 

365,653 
2,736,000 

857,242 

 
 

225,968 
△ 152,125 

127,327 
△ 580,712 
△ 135,552 

流動資産合計 8,140,259 8,655,353 △ 515,094 
Ⅱ 固定資産 
  船舶 
  土地 
  建設仮勘定 
  その他有形固定資産 
  無形固定資産 
投資その他の資産 

 
16,563,923 

1,226,945 
1,770,583 

803,733 
111,923 

1,968,430 

 
17,015,606 

1,226,945 
1,379,828 

816,539 
116,125 

2,023,093 

 
△ 451,683 

－ 
390,755 

△ 12,805 
△ 4,202 
△ 54,663 

固定資産合計 22,445,539 22,578,138 △ 132,599 
 資産合計 30,585,798 31,233,492 △ 647,693 
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（単位：千円） 
当第 1四半期末(a) 前期末(b) 

科 目 
(17年 6月) (17年 3月) 

比較増減(△) 
(a－b) 

（負債の部） 
Ⅰ 流動負債 
  支払手形及び営業未払金 
  短期借入金 
  未払法人税等 
  賞与引当金 
その他 

 
 

2,489,420 
1,664,455 

528,344 
341,471 
810,694 

 
 

2,353,387 
1,696,455 
1,315,656 

187,791 
922,009 

 
 

136,033 
△ 32,000 
△ 787,312 

153,680 
△ 111,314 

流動負債合計 5,834,387 6,475,301 △ 640,913 
Ⅱ 固定負債 
  長期借入金 
  退職給付引当金 
  役員退職慰労引当金 
  特別修繕引当金 
その他 

 
11,180,300 

413,967 
356,908 
314,781 

36,686 

 
11,588,533 

431,602 
366,824 
285,951 

36,686 

 
△ 408,233 
△ 17,635 
△ 9,916 

28,829 
－ 

固定負債合計 12,302,643 12,709,598 △ 406,955 
 負債合計 18,137,031 19,184,899 △ 1,047,868 
 少数株主持分 － －          － 
（資本の部） 

Ⅰ 資本金 
Ⅱ 資本剰余金 
Ⅲ 利益剰余金 
Ⅳ 土地再評価差額金 
Ⅴ その他有価証券評価差額金 

Ⅵ 為替換算差調整勘定 
Ⅶ 自己株式 

 
2,368,650 
1,245,615 
9,029,277 
△ 332,840 

184,526 
△ 3,904 
△ 42,555 

 
2,368,650 
1,245,615 
8,593,201 
△ 332,840 

221,419 
△ 5,071 
△ 42,381 

 
－ 
－ 

436,075 
－ 

△ 36,893 
1,166 
△ 174 

資本合計 12,448,767 12,048,592 400,175 
負債、少数株主持分及び資本合計 30,585,798 31,233,492 △ 647,693 
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２．（要約）四半期連結損益計算書 
（単位：千円） 

当第 1四半期(a) 前第 1四半期(b) 
科 目 

(17年 4月～17年 6月) (16年4月～16年6月) 

比較増減(△) 
(a－b) 

前期 
(16年4月～17年3月) 

Ⅰ 売上高 8,133,495 7,446,334 687,160 30,626,865 
Ⅱ 売上原価 6,245,070 5,743,476 501,593 23,733,334 
 売上総利益 1,888,424 1,702,857 185,567 6,893,531 
Ⅲ 一般管理費 794,992 781,673 13,318 3,182,112 
 営業利益 1,093,432 921,184 172,248 3,711,418 
Ⅳ 営業外収益 20,447 27,164 △ 6,716 48,502 
Ⅴ 営業外費用 65,156 74,391 △ 9,234 334,509 
 経常利益 1,048,723 873,957 174,766 3,425,411 
Ⅵ 特別損失 － － － 117,021 
 税金等調整前四半期 
 （当期）純利益 

 
1,048,723 

 
873,957 

 
174,766 

 
3,308,390 

 法人税、住民税及び事業税 

 法人税等調整額 
436,958 

－ 
384,010 

－ 
52,948 

－ 
1,625,770 
△227,584 

 四半期（当期）純利益 611,765 489,946 121,818 1,910,205 
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３．（要約）四半期個別貸借対照表 
（単位：千円） 

当第 1四半期末(a) 前期末(b) 
科 目 

(17年 6月) (17年 3月) 
比較増減(△) 

(a－b) 
（資産の部） 

Ⅰ 流動資産 
  現金・預金 
  受取手形 
  海運業未収金 
  貯蔵品 
  短期貸付金 
その他 

 
 

357,138 
185,780 

3,621,385 
482,472 

1,894,192 
720,539 

 
 

263,213 
175,707 

3,753,799 
354,227 

2,423,639 
856,,906 

 
 

              93,924 
10,073 

△ 132,414 
128,245 

△ 529,447 
△ 136,367 

流動資産合計 7,261,509 7,827,494 △ 565,985 
Ⅱ 固定資産 
  船舶 
  建物 
  土地 
  建設仮勘定 
  その他有形固定資産 
  無形固定資産 
投資その他の資産 

 
10,653,076 

681,623 
1,226,945 
1,275,615 

96,366 
111,326 

4,125,160 

 
10,972,353 

691,661 
1,226,945 
1,168,463 

99,882 
115,528 

3,811,825 

 
△ 319,276 
△ 10,037 

－ 
107,151 
△ 3,516 
△ 4,202 

313,334 
固定資産合計 18,170,113 18,086,660 83,453 

 資産合計 25,431,623 25,914,155 △ 482,532 
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（単位：千円） 
当第 1四半期末(a) 前期末(b) 

科 目 
(17年 6月) (17年 3月) 

比較増減(△) 
(a－b) 

（負債の部） 
Ⅰ 流動負債 
  海運業未払金 
  短期借入金 
  未払法人税等 
  賞与引当金 
その他 

 
 

2,368,566 
1,143,718 

525,493 
319,191 
751,711 

 
 

2,164,462 
1,175,718 
1,313,241 

181,624 
870,717 

 
 

204,103 
△ 32,000 
△ 787,748 

137,567 
△ 119,006 

流動負債合計 5,108,680 5,705,763 △ 597,083 
 

6,867,165 
358,402 
353,908 
224,750 

 
7,145,214 

378,354 
364,424 
205,731 

 
△ 278,049 
△ 19,952 
△ 10,516 

19,019 

Ⅱ 固定負債 
  長期借入金 
  退職給付引当金 
  役員退職慰労引当金 
  特別修繕引当金 

固定負債合計 
7,804,225 8,093,724 △ 289,498 

 負債合計 12,912,905 13,799,488 △ 886,582 
（資本の部） 

Ⅰ 資本金 
Ⅱ 資本剰余金 
  資本準備金 
Ⅲ 利益剰余金 
  利益準備金 
  任意積立金 
  四半期(当期)未処分利益 
Ⅳ 土地再評価差額金 
Ⅴ その他有価証券評価差額金 

Ⅵ 自己株式 

 
2,368,650 

 
1,245,615 

 
321,703 

7,884,976 
888,642 

△ 332,840 
184,526 

△ 42,555 

 
2,368,650 

 
1,245,615 

 
321,703 

6,224,006 
2,108,495 
△ 332,840 

221,419 
△ 42,381 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

1,660,970 
△ 1,219,852 

－ 
△ 36,893 
△ 174 

資本合計 12,518,717 12,114,667 404,050 
 負債及び資本合計 25,431,623 25,914,155 △ 482,532 
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４．（要約）四半期個別損益計算書 
（単位：千円） 

当第 1四半期(a) 前第 1四半期(b) 
科 目 

(17年 4月～17年 6月) (16年 4月～16年 6月) 

比較増減(△) 
(a－b) 

前期 
(16年4月～17年3月) 

Ⅰ 海運業収益 
Ⅱ その他事業収益  

8,183,566 
24,056 

7,501,637 
23,598 

681,929 
458 

30,772,212 
94,950 

営業収益計 8,207,622 7,525,235 682,387 30,867,163 
Ⅲ 海運業費用 
Ⅳ その他事業費用 
Ⅴ 一般管理費 

6,371,886 
10,701 

750,580 

5,873,327 
10,412 

731,679 

498,559 
289 

 18,900 

24,217,501 
40,333 

2,984,099 
  営業費用計 7,133,168 6,615,418 517,749 27,241,934 
 営業利益 1,074,454 909,816 164,638 3,625,228 
Ⅵ 営業外収益 20,163 21,740 △ 1,577 39,321 
Ⅶ 営業外費用 42,810 51,087 △ 8,276 239,370 
 経常利益 1,051,806 880,469 171,336 3,425,180 
Ⅷ 特別損失 － － － 117,021 
税金等調整前四半期 

（当期）純利益 
 

1,051,806 
 

880,469 
 

171,336 
 

3,308,159 
法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 
435,000 

－ 
380,000 

－ 
55,000 

－ 
1,624,000 
△ 238,519 

四半期（当期）純利益 616,806 500,469 116,336 1,922,678 
 


